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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
生
活
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
（
平
成
十
八
年
七
月
七
日

閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
級
地
の
見
直
し
を
含
む
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
あ
ら
か

じ
め
基
準
額
の
引
上
げ
又
は
引
下
げ
と
い
っ
た
方
向
性
を
も
っ
て
検
討
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の
有
識

者
会
議
の
設
置
を
含
め
、
今
後
の
具
体
的
な
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

本
年
三
月
十
三
日
に
国
会
に
提
出
し
た
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
最
低
賃
金
法
（
昭
和

三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
二
項
は
、
「
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃

金
並
び
に
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
、
同
条
第
三
項
は
、

「
労
働
者
の
生
計
費
を
考
慮
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
生
活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と

規
定
し
て
い
る
。
地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け
る
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
調
査
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
生
活
保
護
基
準
額
の
水
準
の

一



み
に
連
動
す
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

二


